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組織の概要及び対象範囲

１) 事業所名　　　　　有限会社　湯本紙器製作所

２)代表取締役　　　山本　建次

３)所在地　　　　　　長野県中野市大字一本木　328-11
                          TEL　0269-22-3512　　　FAX　0269-26-4259

４）環境管理責任者　 吉田　紀之
　　　　　　　連絡先　　TEL　0269-22-3512　　　E-Mail yumoto-shiki@gol.com

５)事業活動　　　ダンボ－ル箱の製造

６)事業内容　　　　 地元周辺の生産工場を中心に、小ロット、多品種のダンボ－ル
　　　　　　　　　　　 製品を供給する事業。　　
　　　　　　　　　　　 素材がダンボ－ル中心のため、ほとんどがリサイクル対象製品　
　　　　　　　　　　　 となり、廃棄物はゼロに近く、水、廃油等の排出は微量であり
　　　　　　　　　　　 環境負荷は少量である。

７)生産量　　　　　 ダンボ-ル箱等　　279.8t

８)事業所の規模　　昭和２２年(1947年）２月創業
　　　　　　　　　　　　昭和４９年（1974年）法人登録
　　　　　　　　　　　　令和4年（2022年）11月30日現在　　従業員　8名
　　　　　　　　　　　　総敷地面積　　1、550㎡
　　　　　　　　　　　　建物面積　　　　　695㎡

９）対象範囲（認証・登録範囲）　全組織・全活動



環境理念と環境経営方針

　　*　環境理念

　　地球を守るのは私達。環境にやさしい箱を作り続けて６０年

　　四季折々美しさを彩る北信州の大自然を後世に残す為、私達は

　　企業活動を通じ下記の環境方針を策定しその実現に取り組みます。　

　　＊　環境経営方針

　　地球の温暖化防止のために環境保全につとめます。

１)   全従業員が環境への負荷認識をし、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、

　　　水使用量等の削減のため、省資源、省エネルギ－、グリ－ン購入、リサイクル、

　　　節水及び化学物質の適正使用に努め、継続的な環境改善に取り組む。

２) 　 会社業務において５Ｓ (整理、整頓、清潔、清掃、しつけ) につとめ

　　　 美しい環境を維持する。

３)　  紙器の設計、製造過程において環境問題に配慮した製品を提案、

　　　 提供できる様努める。

４) 　 環境関連の法規制、条例、その他の要求事項を厳守する。

５) 　 全ての社員はこの方針に添い、諸事項を積極的に協力し遂行する。

６)    地域社会の一員として地域、社会での環境保全活動に積極的に参画する。

                                        2006年11月6日制定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年11月30日改定

                                        有限会社　湯本紙器製作所

　　　　　　　　　　                    代表取締役社長 山本建次



2019年実績を基準とし、2020年から3年間で1.5％の削減目標とする。

・2022年は、2019年の基準値から1.5％を削減目標とした設定。

ダンボール古紙排出量 % 18.3 18.2 18.1 18.0

ダンボール古紙 t 57.6 57.3 57.0 56.7

水使用量 ㎥ 118 117 117 116

二酸化炭素総排出量 kg-CO₂ 32539 32376 32214 32051

二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 8639 8596 8553 8510

軽油使用量 ℓ 3292 3276 3259 3243

二酸化炭素排出量　 kg-CO₂ 5217 5191 5165 5139

ガソリン使用量  ℓ 2247 2236 2225 2213

1304 1297 1291 1284

二酸化炭素排出量　 kg-CO₂ 3249 3233 3217 3201

15356 15279 15202

2020年目標 2021年目標 2022年目標

電力使用量 kWh 32153 31992 31831 31671

灯油使用量

環境経営目標

中期目標（再設定）

項目 単位 基準値

二酸化炭素排出量　 kg-CO₂ 15433

ℓ



環境経営計画

1. 電力使用量の削減

・休憩時の消灯
・作業環境を整え作業効率の向上
・使用外の機器の電源オフ
・機器のスピード調節による電力消費を抑制
・毎月一回コンプレッサーのフィルターを清掃

２.ガソリン、軽油、灯油の使用量の削減
・配送ルートの効率化
・エコドライブの徹底
・車両の燃料使用量の月別測定
・暖房使用時の適温化(暖房20度程度）

３.ダンボ－ル古紙排出量の低減
・分別、リサイクルの徹底
・ダンボールシートの適正な管理
・製品ミスの低減

４.水使用量の削減
・節水の呼びかけ
・こまめに蛇口を開閉し節水に努める

５.グリーン購入の実施
・グリーン購入可能な事務用品の購入

６.工場内外の清掃、美化に努める
・工場内の清掃及び機械の点検、清掃、注油
・作業終了後の整理整頓  
・一般廃棄物の分別を徹底

７.化学物質の適正使用に努める



電力使用量の削減 ・休憩時の消灯
・作業環境を整え作業効率の向上
・使用外の機器の電源オフ
・機器のスピード調節による電力消費を抑制
・毎月一回コンプレッサーのフィルターを清掃

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油、灯油 ・配送ルートの効率化
使用量の削減 ・エコドライブの徹底

・車両の燃料使用量の月別測定
・暖房使用時の適温化（暖房20度程度）

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ古紙排出量 ・分別、リサイクルの徹底
の低減 ・ダンボールシートの適正な管理

・製品ミスの低減

水使用量の削減 ・節水の呼びかけ
・こまめに蛇口を開閉し節水に努める

ｸﾞﾘ-ﾝ購入の実施 ・グリーン購入可能な事務用品の購入

工場内外の清掃、 ・工場内外の清掃及び機械の点検、清掃、注油
美化に努める ・作業終了後の生理整頓

・一般廃棄物の分別を徹底

実施体制

代表者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。
代表取締役社長 ・環境方針の策定、環境経営システムの評価と見直しと必要な指示。

・環境経営目標、環境経営計画を承認。
環境管理責任者 ・環境経営目標、環境経営計画書を確認。

・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告。
・環境経営レポートを作成。

全従業員 ・ 環境経営目標、環境経営計画の理解と、取組の重要性を自覚。
・環境経営方針の遵守。

役割、責任、権限

製作、仕上げ
山本、藤沢 五味沢 竹内 山崎 佐藤

抜き型加工、製作 運搬、製作 製作、仕上げ 製作、仕上げ

プリスロ、製作

吉田

代表取締役社長

山本

環境経営計画に基づき実施した取組内容

取組事項 取組内容

代表者

環境管理責任者



環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価
※電力使用量の二酸化炭素排出量係数は中部電力㈱の調整後排出係数0.480(kg-CO₂kWh)を用いて算出しています。

2019年 2020年 2021年 2021年 2022年 2022年
実績値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

電力使用量　 kWh 32,153 37,155 31,831 33,208 31,671 34,538
二酸化炭素排出量  kg-CO₂ 15,433 17,834.40 15,278.67 15,939.84 15,202 16,578
灯油使用量　 　ℓ 1,304 1,569 1,291 950 1,284 1,778
二酸化炭素排出量  kg-CO₂ 3,249 3,906.81 3,216.51 2,365.50 3,201 4,427
ガソリン使用量 　ℓ 2,247 2,125 2,225 1,781 2,213 883
二酸化炭素排出量　 kg-CO₂ 5,217 4,930.00 5,165 4,131.92 5,139 2,049
軽油使用量 　ℓ 3,292 4,943 3,259 3,361 3,243 3,276
二酸化炭素排出量　 kg-CO₂ 8,639 12,752.94 8,553 8,671.38 8510 8,452
二酸化炭素総排出量 kg-CO₂ 32,539 39,424 32,214 31,476.14 32,051 31,882.30 〇

水使用量 ㎥ 118 125 117 95 116 88 〇

ダンボール古紙　 ｔ 57.6 65.6 57.0 52.6 56.7 62.3 ×

ダンボ-ル古紙排出量 ％ 18.3 20.2 18.1 17.3 18.0 18.2 〇

※二酸化炭素排出量31,882.30は液化石油ガス(LPG)376.20kgを含めています。

×

項目 単位 評価

×

×

〇
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取組結果

電力使用量の削減 ・休憩時の消灯 〇
・作業環境を整え作業効率の向上 △
・使用外の機器の電源オフ 〇
・機器のスピード調節による電力消費を抑制 〇
・毎月一回コンプレッサーのフィルターを清掃 △

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油、灯油 ・配送ルートの効率化 ○
使用量の削減 ・エコドライブの徹底 ○

・車両の燃料使用量の月別測定 ○
・暖房使用時の適温化（暖房20度程度） ○

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ古紙排出量 ・分別、リサイクルの徹底 〇
の低減 ・ダンボールシートの適正な管理 △

・製品ミスの低減 △

水使用量の削減 ・節水の呼びかけ 〇
・こまめに蛇口を開閉し節水に努める △

ｸﾞﾘ-ﾝ購入の実施 グリーン購入可能な事務用品の購入 ○

工場内外の清掃、 ・工場内の清掃及び機械の点検、清掃、注油 △
美化に努める ・作業終了後の生理整頓 △

・一般廃棄物の分別を徹底 〇

○ おおむね取組ができている。
△ おおむね取組ができているがさらに取組が必要である。
× 取組が不十分である。

評価

・電力使用量は業務量増加に伴い増加した。
・ガソリンは、減少となった。
 ・軽油は基準年との業務内容や配送量が異なるため使用頻度も増える。
・配達は同一方向に製品をまとめている。
・暖房時の灯油使用は適温化に努めている。

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ古紙排出の低減
・製作段階の製品ミスは低減されているが、シート加工時の端材は出るため削減にはならない。

水使用量の削減
・水使用量は減少に転じた。

ｸﾞﾘ-ﾝ購入の実施
・再生紙などの環境に配慮した事務用品を活用している。

工場内外の清掃、美化に努める
・一般廃棄物の分別は徹底されている。

取組事項 取組内容

取組結果とその評価

取組結果



次年度の環境経営目標

2021年を基準年として、2023年度から2025年度までの目標を下記のとおり策定し、

2022年12月から取り組みを開始する。

＊2022年12月からバン（ガソリン使用車両）を新規車両に変更した。

使用燃料が軽油であるため、次年度からガソリン使用量削減目標は廃止する。

1％削減 1.5％削減
項目 単位

4348 4326

kWh

原単位 kWh/万円 4370

基準値

2021年実績

二酸化炭素排出量　 kg-CO₂

15940二酸化炭素排出量　

950ℓ

2367

94

33042 32876

15701kg-CO₂

33208

8732

2355

二酸化炭素総排出量 kg-CO₂

2344 2332

26856 26721

二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 8776 8688

17.1 17.017.3

軽油使用量 ℓ 3344 3327 3311

t 52.3 52.1 51.8

0.5％削減

灯油使用量

15860

電力使用量

3361

26992

95 94

ダンボール古紙排出量 % 17.2

水使用量 ㎥

8820

27128

95

52.6ダンボール古紙

中期目標

2024年 2025年

936

15780

2023年

945 941

4304

32710



次年度の環境経営計画

1. 電力使用量の削減

・休憩時の消灯

・作業環境を整え作業効率の向上

・使用外の機器の電源オフ

・機器のスピード調節による電力消費を抑制

・毎月一回コンプレッサーのフィルターを清掃

２.軽油、灯油の使用量の削減

・配送ルートの効率化

・エコドライブの徹底

・車両の燃料使用量の月別測定

・暖房使用時の適温化(暖房20度程度）

３.ダンボ－ル古紙排出量の低減

・分別、リサイクルの徹底

・ダンボールシートの適正な管理

・製品ミスの低減

４.水使用量の削減

・節水の呼びかけ

・こまめに蛇口を開閉し節水に努める

５.グリーン購入の実施

・グリーン購入可能な事務用品の購入

６.工場内外の清掃、美化に努める

・工場内の清掃及び機械の点検、清掃、注油

・作業終了後の整理整頓  

・一般廃棄物の分別を徹底

７.化学物質の適正使用に努める



環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、

並びに違反、訴訟などの有無

1. 主な環境関連法規

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・振動規制法

・騒音規制法

・自動車リサイクル法

・中野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

・岳南消防組合火災予防条例

・グリ-ン購入法

・電気事業法施行規則第52条第2項

・水質汚濁防止法

・中野市環境保全及び公害防止に関する条例

・廃棄物の適正な処理の確保に関する条例＜長野県＞

・フロン排出抑制法

2. 違反、訴訟などの有無

環境関連法規の違反は無く、訴訟等についてもありませんでした。

行政からの指導、近隣からの苦情などもありませんでした。



代表者による全体の評価と見直し 

 

本年度は世界的な原燃料価格の高騰及び、物価上昇など環境の変化伴い大変な 1 年でした。 

価格上昇を吸収するため、生産性向上をはじめとする環境活動を心がけておりましたが 

受注の変化・納期変更・人員不足など様々課題が多く、環境経営目標が未達成になってしまいま

した。直ちに現状の改善とはいきませんが、昨年同様に目標達成に努め継続的に改善を行ってい

きたいと思います。 

 

2023 年 1 月 11 日 

有限会社湯本紙器製作所 

代表取締役 山本建次 

 


